
採点結果一覧

安定的な事業運営に資する組織体制に係る提案

1 組織体制

・矯正施設における物品販売等の運営事業が、被収
容者の権利保障並びに刑事収容施設及び被収容者等
の処遇に関する法律、少年院法及び少年鑑別所法の
趣旨の実現を図る上で重要な役割を果たしているこ
とを踏まえ、本事業に関与する企業各社又は各部署
において、それぞれの業務内容や責任区分を適切に
設定するとともに、組織として類似の業務実績を有
していることや、それぞれの業務を統括する責任者
に十分な経験やノウハウを有する者を配置すること
など、優れた組織体制に関する提案がなされている
か。

10 4 7 3 5

安定的な事業運営に資する事業移行及びリスク管理に係る提案

2 事業移行計画及びリスク管理

・業務履行期間の開始時及び終了時における円滑な
事業移行に関して具体的な計画を立てるとともに、
社会経済情勢の変化の中でも業務履行期間の全期間
にわたって、欠品や遅配などの業務停滞の長期化や
事業撤退などのリスクを最小化するため、天災等の
不測の事態があったときの業務履行に関する具体的
なリスクが想定され、対応策が提案されているか。

10 6 6 5 8

全国統一取扱物品のコンセプト

3
全国統一取扱物品の内容、仕様及び価
格

・取扱いを必須とする物品について、市場価格と大
きくかい離しない価格で取りそろえるとともに、本
事業の趣旨を踏まえ、全国で統一的な仕様及び価格
で物品を販売するための提案がなされているか。

10 3 4 3 8

購入者の満足度向上のためのコンセプト

4 物品のラインナップ及び返品ポリシー

・取扱いを必須としない物品についても可能な限り
幅広く取り扱うとともに、事業の円滑な実施を妨げ
ない明確かつ合理的な内容で、返品等に関するポリ
シーが提案されているか。

10 7 8 4 8

配送業務のコンセプト

5
物品の配送業務の実施体制及び配送頻
度

・必ずしも交通の便が良くない地域に所在する施設
も含めた全国の矯正施設に、継続的かつ安定的に物
品を配送するとともに、より柔軟な配送を可能とす
る提案がなされているか。

10 6 6 3 6

自弁物品等の販売業務に係る提案

6 自弁物品等の販売業務に係る実施体制

・自弁物品等の販売業務について、業務全体を複数
の作業工程に分割し、各工程の現実的な業務体制を
具体的に提案するとともに、各矯正施設からの受注
に際して矯正施設の事務負担の軽減や誤発注の防止
に役立つ効率的かつ合理的な提案がなされている
か。

10 6 7 5 6

差入品等の販売業務に係る提案

7 差入品等の販売業務に係る実施体制

・差入品等の販売業務について、業務全体を複数の
作業工程に分割し、各工程の現実的な業務体制を具
体的に提案するとともに、差入人からの受注に際し
て差入人にとって使いやすい簡潔明瞭な購入・決済
方法が具体的に提案されているか。

10 7 7 3 6

その他関連業務に係る提案

8 事業者が提供可能なサービスの内容等
・業務実施場所が矯正施設であることを踏まえ、多
様なサービス利用者が必要とする魅力的なサービス
が提案されているか。

10 7 7 2 8

相談・苦情等処理の体制に係る提案

9 相談・苦情等処理の体制

・故障や物品の瑕疵などに関する窓口の電話番号を
準備し、官庁執務時間内における具体的な相談・苦
情等処理の体制について電話回線数を含めて提案す
るとともに、官庁執務時間外における連絡手段を組
み合わせた具体的な受付体制が提案されているか。

10 7 4 6 8

被収容者の改善更生及び再犯防止並びに犯罪被害者支援に係る取組に関する提案

10
被収容者の改善更生及び再犯防止並び
に犯罪被害者支援に係る取組

・事業者による、被収容者の改善更生や再犯防止に
資する取組、犯罪被害者支援に係る取組などについ
て積極的な提案がなされるとともに、本業務履行期
間中における展望的な取組や、これまで想定されて
いない本事業の実施を通じた社会課題の解決に資す
る取組が提案されているか。

10 1 3 5 5

合計 100 54 59 39 68
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